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言
　
山
水
を
愛
好
す
る
こ
と
が
癖
と
な
っ
て
や
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
「
泉
石
烟
霞
の
病
」「
烟
霞
の
痼
疾
」「
泉
石
膏
 
肓
こ
う 
」
な
ど
と
い
う

。
こ
う
唐
の
高
宗
が
嵩
山
に
隠
棲
し
た
田
遊
巌
に
現
在
の
心
境
を
問
う
と
遊
巌
は
、臣
泉
石
膏
肓
、
烟
霞
痼
疾
、
逢
聖
代
、
幸
得
逍
遙
 
（『
舊
唐
書

』
巻
一
百
九
十
二
列
傳
第
一
百
四
十
二　
隠
逸
）
と
答
え
、
都
を
離
れ
山
中
に
身
を
置
き
自
然
を
友
と
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
喜
び

を
述
べ
た
。
で
は
わ
が
国
に
田
遊
巌
の
よ
う
な
人
物
は
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
近
い
存
在
も
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
「
泉
石
烟
霞
の
病
」
と
い
う
語
は
『
忘
  
梅
わ
す
れ 
』
（
尚
白
う
め
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
撰
）
の
序
文
―
―
芭
蕉
の
代
作
―
―
に
江
左
尚
白
に
つ
い
て
「
家
父
道
を
傳
へ
て
杏
實
を
拾
ひ
、
藥
欄
に
培
て
、
す
で
に
功
、
國
を
醫
す
。
自
も
猶
泉
石
烟
霞
の
病
に
た
え
ず
、
舌
た
だ
れ
口
ま
が
り
て
、
黶
と
な
り
瘤
と
か
た
ま
り
し
風
雲
の
病
を
治
る
事
、
美
子
が
良
藥
に
ひ
と
し

。」
と
記
さ
れ
、
前
後
の
文
中
に
中
国
の
故
事
を
引
い
て
い
る
。
　
「
泉
石
烟
霞
の
病
」
は
日
本
人
に
と
っ
て
表
層
的
な
知
識
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
い
つ
し
か
心
の
中
に
忍
び
こ
ん
で
自
然
を
愛
好
す
る
癖
と
な
る
ま
で
に
浸
潤
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
こ
と
は
歴
史
の
流
れ
、
思
想
、
芸
術
な
ど
の
観
点
か
ら
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。「
水
（
泉
）
石
」
と
は
水
と
石
、
即
ち
隠
逸
生
活
の
場
た
る
山
水
（
自
然
）
の
象
徴
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
の
は
、
庭
と
い
う
山
水
の
趣
き
を
た
た
え
た
小
空
間

に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
石
」
と
、
そ
れ
を
入
手
し
（
５
）
（
６
）
18
水
石
の
風
流
飯　
沼　
清　
子
配
置
し
よ
う
と
し
た
人
の
心
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
当
面
の
目
的
は
あ
る
。
一
、
水
石
風
流
の
地
と
藤
原
実
資
世
を
背
け
る
草
の
庵
に
は
、
閑
か
に
水
石
を
翫
び
て
、
こ
れ
を
余
所
に
聞
く
と
思
へ
る
は
、
い
と
は
か
な
し
。
 
（『
徒
然
草
』　
段
）
137
　
世
間
か
ら
離
れ
去
っ
て
隠
遁
し
て
い
る
草
庵
に
お
い
て
は
、
安
閑
と
水
の
流
れ
や
石
の
た
た
ず
ま
い
を
賞
翫
し
て
、
死
の
到
来
が
予
測
で
き
な
い
こ
と
を
自
分
に
無
関
係
な
こ
と
と
し
て
聞
く
よ
う
な
気
で
い
る
の
は
、
実
に
頼
り
な
い
こ
と
だ
。
　　
『
徒
然
草
全
注
釈

』
か
ら
口
訳
を
紹
介
し
た
。
注
釈
は
さ
ら
に
「
水
石
」
に
つ
い
て
「
草
庵
の
近
辺
の
自
然
の
風
致
の
意
で
あ
る

」
と
す
る
。
無
常
と
い
う
敵
が
い
つ
到
来
す
る
や
も
し
れ
ぬ
、
と
い
う
言
葉
が
「
草
の
庵
」
に
住
み
「
水
石
」
に
没
入
す
る
人
に
向
か
っ
て
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
草
庵
・
水
石
」
と
い
う
事
象
に
目
を
と
ど
め
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
語
は
す
で
に
藤
原
実
資
が
『
小
右
記
』
に
記
し
て
い
る
。
①
五
日
、
壬
寅
、（
前
略
）
日
來
不
二
他
行
一
寂
然
、
今
日
弥
徒
（
７
）
（
８
）
然
、
仍
見
二
六
條
以
南
水
石
風
流
之
地
一。
其
次
見
二
後
院
一、
懷




舊
之
心
殊
切
、
乘
二
資
車
一、
資
侍
二
車
後
一、
資
平
依
二
觸
穢
一
別
車
、
（
引
用
は
大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
』
に
よ
る
。
本
文
に
は
適
宜
返
り
点
を
付
し
た
）
　
寛
弘
九
（
一
〇
一
二
）
年

四
月
五
日
、
実
資

は
資
、
資
平
を
伴
っ
て
日
ご
ろ
の
無
聊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
「
水
石
風
流
の
地
」
を
訪
れ
、
つ
い
で
に
「
後
院
」
を
見
て
懐
旧
の
情
に
浸
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。「
後
院
」
に
つ
い
て
は
正
暦
元
（
九
九
〇
）
年
十
一
月
八
日
、
同
九
日
条
に
円
融
上
皇

か
ら
後
院
の
中
対
を
購
入
し
た
記
事
が
見
え
る
。
そ
の
時
か
ら
す
で
に
二
十
年
以
上
を
経
て
お
り
、「
懐
旧
の
情
」
と
い
う
言
葉
に
は
実
資
を
信
任

し
た
故
院
へ
の
思
い
が
う
か
が
え
る
。
　
さ
て
翌
長
和
二
年
八
月
九
日
条
に
は
「
水
石
」「
草
庵
」
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
　
②
九
日
、
戊
辰
（
前
略
）
詣
二
禪
林
寺
一、
二
都
一、
聊
有
可








見
之
地
、
仍
先
二
僧
都
一、
侍
從
・
前
大
和

守
在
二
予
車
一、








資
・
資
高
同
車
追
從
、
大
外
記
敦
朝
臣
相
從
、
於
二
僧
都
御
房
一
有
二
小
食
一、
敦
朝
臣
禪
林
寺
邊
構
草
菴
、
依
二










近
邊
一
取　
二　
遣
酒
食
一
相
加
羞
食
、
又
有
二
粉
熟
一、
予
隨　
二　
身
熟
瓜
・
松
茸
一
食
了
、
都
相
倶
巡　
二　
見
寺
中
一、
招　
二　
出
禪
覺
（
９
）
（　
）
10
（　
）
11
（　
）
12
（
深
覺
）
二
一
ア 
イ 
二
一
19


仙
一
清
談
了
、
謝
遣
也
、
都
云
、
禪
覺
仙
更
不
逢
人
、
而
應
招
來
、
希
有
之
又
希
有
也
者
、
予
見
可
立
堂
塲
之
















地
、
此
處
頗
、
見
敦
草
菴　
、
有
水
石
、
入
暗
歸
、



























 
（
引
用
本
文
右
の
・
は
改
め
た
文
字
を
示
す
。
以
下
同
じ
）
　
実
資
は
「
見
る
べ
き
地
」
が
あ
っ
て
禅
林
寺
へ
詣
っ
た
。
そ
こ
は
「
堂
を
立
つ
べ
き
地
」
で
あ
り
、
検
分
の
結
果
を
「
頗
る
し
」
と
記
し
て
い
る
（
波
線
部
）。
僧
都
の
房
で
の
食
事
に
は
、
実
資
の
家
人
で
も
あ
る
大
外
記
菅
野
敦
頼

が
禅
林
寺
近
く
に
構
え
て
い
る
「
草
菴
」
ア

イ


か
ら
取
り
よ
せ
た
酒
食
、
粉
熟
も
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
自
ら
隨
身
（
携
行
）
し
た
「
熟
瓜
・
松
茸
」
も
食
し
て
、
実
資
一
行
は
大
い
に
楽
し
ん
だ
と
見
え
る
。
さ
ら
に
彼
を
喜
ば
せ
た
の
は
、
常
は
人
に
会
お
う
と
し
な
い
禅
覚

が
、
こ
の
日
は
実
資
の
招
き
に
応
じ
「
清
談
」
に
及
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
だ
が
も
う
一
つ
の
目
的
は
敦
頼
の
「
草
菴
」
を
見
る
こ
と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
は
「
水
石
有
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
ウ
 
）。
秋
の
一
日
〝
水
石
風
流
の
地
〞
に
遊
ん
だ
実
資
が
帰
途
に
つ
い
た
の
は
日
が
落
ち
て
か
ら
だ
っ
た
。
　
次
に
寛
仁
元
（
一
〇
一
七
）
年
九
月
二
十
九
日
の
記
事
を
引
く
。
　
③
廿
九
日
、
甲
子
、（
前
略
）
申
時
許
向
二
左
衛
門
督
新
領
九
條
家
河
原
一、
法
性
寺
相
對
、
其
程
太
近
、
服
二
於
魚
鳥
一
罪
報
可
二


一
ウ 
二
一
二
　
一
（　
）
13（　
）
14
恐
、
寳
塔
當
眼
、
華
鐘
驚
耳
、
迢
遙
之
地
豈
可
然
哉
、
日
入
退
歸
之
次
見
河
原
院
、　
荊
蕀
盈
滿
、
水
石
荒
蕪
、
昏
歸















家
、
　
実
資
は
左
衛
門
督
藤
原
頼
宗

の
九
條
第
を
訪
れ
た
帰
路
、
河
原
院

に
立
ち
寄
っ
た
。
源
融
の
没
し
た
寛
平
七
（
八
九
五
）
年
か
ら
百
二
十
二
年
、
宇
多
上
皇
の
御
所
と
な
っ
た
延
喜
十
七
（
九
一
七
）
年
か
ら
百
年
を
経
た
寛
仁
元
年
の
頃
に
は
風
流
を
尽
く
し
た
名
園
も
荒
れ
て
「
荊
蕀
盈
満
、
水
石
荒
蕪
」
の
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
万
寿
二
（
一
〇
二
五
）
年
九
月
二
十
五
日
、
実
資
は
源
政
職
の
邸
宅
を
見
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
　
④
廿
五
日
、
甲
辰
、（
前
略
）
密

見
二
政
職
朝
臣
八
條
宅
一、
宰
相
乘
二
車
尻
一、
資
房
・
資
・
資
高
等
朝
臣
相
從
、
政
職
朝
臣
馳
來
、
此
宅
頗
有
水
石
、　
可
施
風
流
、
少

選
歸
、









　
源
政
職
は
寛
弘
三
（
一
〇
〇
六
）
年
〜
六
（
一
〇
〇
九
）
年
備
後
国
司

で
あ
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
宅
頗
る
水
石
有
り
、
風
流
を
施
す
べ
し
」
と
い
う
実
資
の
感
想
は
、
政
職
が
い
か
に
造
園
に
経
済
力
、
人
力
を
注
ぎ
こ
ん
だ
か
を
思
わ
せ
る
。
　
以
上
の
例
か
ら
実
資
の
「
水
石
」
を
好
む
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
資
は
永
承
元
（
一
〇
四
六
）
年
正
月
十
八
日
、
九
十
歳
で
薨
二
　
一
（　
）
15
（　
）
16
二
　
一
二
　
一
（　
）
17
20
去
し
た
が
致
仕
を
願
い
出
た
の
は
寛
徳
元
（
一
〇
四
四
）
年
六
月
、
八
十
八
歳

で
あ
っ
た
。
終
生
官
人
と
し
て
過
ご
し
た
実
資
も
、
時
に
「
徒
然
・
寂
然
」
と
し
た
思
い
で
「
草
庵
」
を
訪
ね
、
心
が
む
く
と
縁
者
を
伴
っ
て
「
水
石
風
流
の
地
」
に
足
を
運
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
長
和
二
（
一
〇
一
三
）
年
二
月
十
二
日
、
実
資
邸
に
泉

が
湧
出
し
た
。
以
後
、
泉
の
周
辺
部
が
し
だ
い
に
整
え
ら
れ
、
泉
に
関
す
る
記
事
も
多
く
見
ら
れ
る
。
中
で
も
「
千
年
一
清
歟
」（
長
和
三
年
正
月
四
日
条
）「
可
謂
霊
水
」（
同
年
正
月
二
十
六
日
条
）
と
い
っ
た
記
述
が
目
を
引
く
。
こ
の
泉
を
実
資
が
自
慢
す
る
あ
り
よ
う
が
『
小
右
記
』
を
追
う
と
明
ら
か
で
あ
る
。
も
と
も
と
実
資
が
持
っ
て
い
た
「
水
石
」
へ
の
関
心
が
自
邸
に
湧
い
た
泉
に
対
す
る
言
動
を
活
発
な
も
の
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
八
月
六
日
条
に
は
、
六
日
、
乙
未
、（
前
略
）
早
朝
右
大
將
来
、
不
示
二
消
息
一、
廻　
二
　
見
所
一
来
二
泉
方
一、 
（
大
日
本
古
記
録
『
御
堂
関
白
記
』　
）
（下）
と
、
実
資
が
早
朝
、
前
触
れ
も
な
く
道
長
の
土
御
門
第
の
泉
を
見
に
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
小
右
記
』
は
七
、
八
、
九
月
の
記
事
を
欠
く
の
で
残
念
な
が
ら
実
資
の
本
意
を
推
し
測
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
こ
と
も
泉
へ
の
思
い
の
延
長
線
上
に
あ
る
行
為
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（　
）
18
（　
）
19
二
、「
か
ど
あ
る
石
」
と
摂
関
家
の
人
々
　
実
資
の
よ
う
な
知
識
人
が
仮
に
山
中
に
身
を
置
く
こ
と
を
希
求
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
以
上
、
人
工
の
自
然
を
わ
が
も
の
と
す
る
し
か
な
い
。
ゆ
え
に
「
生
得
の
山
水

」
―
―
自
然
の
姿
に
近
づ
け
る
た
め
の
努
力
を
人
々
は
怠
ら
な
か
っ
た
。
ほ
か
な
ら
ぬ
実
資
の
自
邸
が
自
然
に
仕
立
て
ら
れ
た
空
間
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
藤
原
広
業
が
「
一
町
之
内
深
山
絶
域
更
ニ
不
知
之
ヲ
、
還
ツ
テ
以
テ
可
シ
奇
ト
ス

」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
処
に
住
む
故
に
実
資
は
他
者
が
作
っ
た
「
水
石
風
流
の
地
」
に
も
出
向
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
は
自
然
の
趣
深
い
場
と
し
て
の
庭
園

を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
摂
関
家
の
人
々
の
営
み
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
　
庭
園
の
構
成
要
素
の
一
つ
一
つ
に
は
関
与
し
た
人
間
の
こ
だ
わ
り
が
見
え
る
。
そ
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
『
作
庭
記
』
は
大
半
を
石
の
記
述
に
費
や
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
作
庭
と
は
石
を
立
て
る
こ
と
と
同
義
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
な
対
象
と
し
て
「
立
石

」
を
と
り
あ
げ
る
。
　
藤
原
道
長
の
邸
宅
「
土
御
門
第
」
は
長
和
五
（
一
〇
一
六
）
年
七
月
二
十
一
日
、
藤
原
惟
憲
宅
を
火
元
と
す
る
火
災
に
あ
い
焼
亡
す
る
（　
）
20
（　
）
21
（　
）
22
（　
）
23
21
が
二
年
後
に
は
再
建
さ
れ
る
。『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）
年
六
月
二
十
六
日
条
は
道
長
が
寝
殿
の
鋪
設
と
作
庭
に
指
揮
を
と
る
姿
と
と
も
に
、「
立
石
」
の
運
搬
と
引
水
に
つ
い
て
資
平
の
詳
細
な
報
告
を
記
し
て
い
る
。
　
・
被
行
二
寝
殿
御
裝
束
并
立
石
、
引
水
等
事
一、
攝
政
已
下
被
二
參








入
一、
主
人
昇
降
容
易
、
甚
以
輕
、
相
追
從
、
寸
歩
不
去

　
家
子
達
令
曳
大
石
、
夫
或
五
百
人
、
或
三
四
百
人
、
此












間
京
中
往
還
人
不
、
追
執
令
曳
、
不
可


堪
、
男
女
乱　
二　
入
下
人
宅
一、
放　
二　
取
戸
并
支
木
・
屋
壓
木
・
敷
板
等
一、
以
二
敷
板
・
戸
等
一
敷
二
石
下
一、
爲
二
轉
料
一、
日
來
東
西
南
北
曳
石
之







愁
京
内
取
煩
、
愁
苦
無
極
、
又
止
二
養
田
之
水
一
強
壅
入
二
家



中
一、
嗟
呼

、
　
立
石
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
記
述
は
な
い
が
、「
大
石
」
を
曳
く
た
め
に
使
役
さ
れ
た
人
々
の
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
手
段
を
え
ら
ば
ぬ
方
法
は
水
を
ひ
く
こ
と
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
後
に
実
資
は
「
不
念
二
稻
苗
死
一
歟
、
可
詠
二
文
集
雜
興
詩
一、
尤
爲
二
鑒
誡
一
」
と
道
長
批
判
の
思
い
を
記
し
て
い
る

。
し
か
し
道
長
は
京
中
の
人
々
を
酷
使
し
、「
石
を
曳
く
愁
京
内
取
り
煩
わ
す
、
愁
苦
極
ま
り
無
し
」
と
記
録
さ
れ
て
し
ま
う
ま
で
に
石
に
執
着
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
庭
の
石
は
人
の
心
を
駆
り
立
て
る
も
の
ら
し
い
。

二
一
（　
）
24
　
上
記
の
「
大
石
」
と
い
う
書
き
方
か
ら
、
具
体
的
な
立
石
の
高
さ
が
気
に
か
か
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
頼
通
が
造
営
し
た
高
陽
院
の
立
石
が
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年
十
月
二
日
の
移
徙
を
目
前
に
し
た
九
月
二
十
九
日
の
こ
と
を
、
資
平
の
話
と
し
て
実
資
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
　
・
廿
九
日
、
辛
丑
、（
前
略
）
宰
相
來
、
頃
之
退
去
、
亦
乘
暗
來
云
、
參
二
高
陽
院
一、
上
達
部
多
會
、
營
造
之
由
、
作
山
立

石
云

、
高
大
莊
麗
無
可

二
比
類
一、
諸
大
夫
手
自
洒
〔
掃

〕、
毎
間
充
人
令
勤
二
其
事
一、
以
桃
人
瑩

、
不
異
二
明
鏡
一、
過
差
之
甚

倍
二
禪
門
一、
令
成
五
六
尺
立
石
、
令
植
二
樹
木
一
云
、
　
資
平
の
見
た
高
陽
院
は
高
大
壮
麗
で
過
差
は
禪
門
（
道
長
）
を
し
の
ぎ
、
庭
は
「
山
を
作
り
石
を
立
」
て
、
そ
の
立
石
は
高
さ
五
、
六
尺
も
あ
っ
た
。
今
日
我
々
が
目
に
す
る
も
の
と
し
て
は
、
平
泉
の
毛
越
寺
の
大
泉
池
に
立
つ
石
（
次
頁
写
真
）
が
有
名
で
あ
る
が
、
高
さ
は
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
（
案
内
板
に
よ
る
）
あ
る
。
土
御
門
第
の
立
石
も
こ
の
よ
う
な
「
大
石
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
頼
通
が
後
に
も
園
池
に
手
を
加
え
た
こ
と
は
、『
小
右
記
』
長
元
二
（
一
〇
二
九
）
年
閏
二
月
六
日
条
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
　
・
六
日
、
乙
未
、（
前
略
）
兵
庫
允
延
吉
攝
津
守
爲
職

郎
等
、
一


二
　
一
者、
（
菅
原
）
22
日
行
下
堀
二
高
陽
院
池
一
之
事
上、
而
檢
非
違
使
清
以
二
彼
國
夫
一
便
令
曳　
　
立
大
石
、
件
延
吉
者
陳
下
堀
池
之
事
夫
不
可
二
他
一
之
由
上、
成
二
少
論
一
之
間
、
清
令
搦
二
延
吉
一、
於
二
門
外
一
令
破　
二　
却
所
着
狩
襖
裏
絹
一、
他
檢
非
違
使
等
相　
二　
具
爲
職
一
愁
申
、
關
白
重
被
勘　
二　
當
清
一
云
、
或
云
、
進
〔
過

〕
状
、
　
池
を
掘
っ
た
の
は
摂
津
守
菅
原
爲
職
の
郎
等
、
兵
庫
允
延
吉
で
あ
る
が
、
彼
は
石
を
曳
く
こ
と
は
自
分
の
仕
事
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
検
非
違
使
清
は
彼
ら
に
大
石
を
曳
き
立
て
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
拒
否
し
た
延
吉
と
口
論
に
な
り
、
清
は
延
吉
に
暴
力
を
振
る
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
す
る
他
の
検
非
違
使
と
爲
職
の
愁
訴
に
よ
り
関
白
頼
通
は
清
を
勘
当
処
分
と
し
た
。
　
六
日
条
の
前
半
に
は
「
季
御
讀
經
名
定
」
を
発
端
に
、「
近
日
過
差

の
事
日
を
逐
ふ
て
万
倍
す
」
と
奢
侈
に
流
れ
る
風
潮
に
眉
を
ひ
そ
め
る
実
資
の
心
中
が
記
さ
れ
て
い
る

。
高
陽
院
の
曳
石
を
め
ぐ
る
騒
ぎ
も
実
資
の
不
快
感
を
つ
の
ら
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
「
山
を
作
り
石
を
立
て
」
た
高
陽
院
の
庭
に
つ
い
て
は
後
に
源
経
頼
が
『
左
経
記
』
長
元
五
（
一
〇
三
二
）
年
正
月
三
日
条
に
、
　
　
入
自
二
高
陽
院
南
門
一、
經
二
東
山
路
一、
於
二
東
對
前
一
下
二
御




輿
一、 
（
増
補
史
料
大
成
『
左
経
記
』）

二
一
（　
）
25
23
と
、
高
陽
院

で
新
年
を
迎
え
た
母
、
女
院
彰
子
の
も
と
に
後
一
条
天
皇
（
敦
成
）、
東
宮
（
敦
良
）
が
行
幸
、
行
啓
し
た
時
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
南
門
か
ら
入
る
と
山
（
築
山
）
が
連
な
っ
て
い
た
こ
と
は
「
山
路
」
と
い
う
語
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
前
後
す
る
が
万
寿
元
（
一
〇
二
四
）
年
九
月
十
四
日
に
大
宮
彰
子
の
渡
御
、
十
九
日
に
は
後
一
条
天
皇
の
行
幸
、
東
宮
敦
良
の
行
啓
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
高
陽
院
の
景
色
を
『
栄
花
物
語
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
こ
こ
に
百
敷
の
東
い
く
ば
く
も
去
ら
ざ
る
ほ
ど
に
、
古
よ
り
勝
れ
た
る
所
に
、
新
し
き
花
の
甍
を
造
り
つ
づ
け
、
玉
の
台
を
磨
き
な
し
て
、
あ
や
し
き
草
木
を
掘
り
植
ゑ
、
角
あ
る　
巌
 
　
石
い
は
ほ 
い
し
を
立
て
並
べ
て
、
山
を
畳
み
、
池
を
湛
へ
し
め
た
ま
へ
る
を
御
覧
ぜ
さ
せ
た
ま
は
む
と
て
、（
以
下
略
）
 
（
巻
二
十
三
「
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
」
新
編
・
日
本
古
典
文
学
全
集　
）
（二）
　
「
海
竜
王
の
家
」
に
も
劣
ら
ぬ
と
語
ら
れ
た
高
陽
院
の
庭
の
描
写
の
中
で
イ
 
「
あ
や
し
き
草
木
」
「
角
あ
る
巌
石
」
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
長
元
八
年
五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合

」（「
賀
陽
院
水
閣
歌
合
」）
の
「
漢
文
日
記
」
は
「
異
草
雑
樹
奇
巌
恠
石

」
と
表
現
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
「
角
あ
る
石
」
を
『
作
庭
記
』
の
記
述
か
ら
考
察
し
（　
）
26
イ 
（　
）
27（　
）
28
た
田
中
正
大
氏
は
「
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
秀
れ
た
石
」
と
「
実
際
に
角
ば
っ
た
石
」
と
二
つ
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る

。「
角
あ
る
巌
石
」
は
「
趣
の
あ
る
巌
石

」
で
あ
り
「
鋭
く
突
き
出
し
た
巌
石

」
な
の
で
あ
る
。
高
陽
院
の
「
立
石
」
は
「
奇
巌
恠
石
」
と
い
う
漢
語
の
和
訳
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
こ
と
の
自
然
を
現
出
さ
せ
る
べ
く
置
か
れ
た
大
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。
　
「
か
ど
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
す
で
に
『
宇
津
保
物
語
』
に
見
ら
れ
る
。
　
　
か
く
て
、
夕
暮
れ
に
、
君
だ
ち
御
簾
上
げ
て
、
糸
木
綿
の
御
几
帳
ど
も
立
て
渡
し
て
、
御
前
の
前
に
、
な
だ
ら
か
な
る
石
、
角




あ
る
岩
な
ど
拾
ひ
立
て
た
る
中
よ
り
、
川
の
湧
き
た
る
、
滝
落
ち
た
る
な
ど
見
た
ま
ふ
と
て
、
 
（「
ま
つ
り
の
使
」
新
編
・
日
本
古
典
文
学
全
集　
）
（一）
　
舞
台
は
兼
雅
の
桂
殿
で
あ
る
。
女
君
た
ち
の
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
「
な
だ
ら
か
な
る
石
、
角
あ
る
岩
」
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
「
石
」
の
表
現
に
は
注
意
を
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
　
さ
て
高
陽
院
の
庭
石
は
関
白
藤
原
忠
実
の
言
談
の
記
録
『
富
家
語
』（
一
三
五
）
に
も
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
仰
せ
て
云
は
く
、「
賀
陽
院
の
石
は
絵
阿
闍
梨
の
立
つ
る
と
（　
）
29
（　
）
30
（　
）
31
イ 
24
こ
ろ
な
り
。
滝
の
辺
な
る
大
石
は
土
御
門
右
大
臣
殿
の
引
か
し
め
給
ふ
な
り
。
件
の
石
を
引
く
間
、
人
夫
一
人
、
石
に
敷
か















れ
て
跡
形
な
く
な
り
に
け
り
。
滝
の
南
な
る
次
の
大
石
は
、





















宇
治
殿
の
右
大
将
殿
の
曳
か
る
る
な
り
。
一
家
の
人
々
の
曳
か
し
め
給
ふ
な
り
。（
以
下
略
）
 
（『
江
談
抄　
中
外
抄　
富
家
語
』
岩
波
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
イ
 
の
「
絵
阿
闍
梨
」
は
藤
原
義
懐
の
男
で
『
尊
卑
分
脈
』（
第
一
編
・　
頁
）
に
は
「

」
と
見
え
る
。
こ
の
人
物
を
381
『
作
庭
記
』
は
「
延
圓
阿
闍
梨
ハ
石
を
た
つ
る
こ
と
、
相
伝
を
え
た
る
人
な
り
」
と
記
し
て
い
る

。
こ
の
話
は
土
御
門
右
大
臣
―
―
源
師
房

、
宇
治
殿
の
右
大
将
―
―
藤
原
通
房

の
出
生
年
か
ら
再
度
の
修
造
の
長
久
元
（
一
〇
四
〇
）
年
時
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
想
像
の
及
ぶ
こ
と
で
あ
っ
て
も
人
夫
一
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
に
驚
く
が
、「
一
家
の
人
々
の
曳
か
し
め
給
ふ
な
り
」
に
は
『
作
庭
記
』
の
「
時
人
、
公
以
下
し
か
し
な
が
ら
辺
山
に
む
か
ひ
て
、
石
を
な
ん
も
と
め
は
べ
り
け
る
」
と
い
う
記
述
と
と
も
に
、
権
勢
者
に
連
な
ろ
う
と
す
る
人
々
の
思
惑
が
見
て
と
れ
る

。
　
頼
通
は
高
陽
院
再
建
の
時
「
み
づ
か
ら
御
沙
汰
」（『
作
庭
記
』）
―
―
作
庭
の
指
揮
を
と
っ
た
と
い
う
。
頼
通
の
采
配
を
近
く
で
見
て
学
ん
だ
の
が
『
尊
卑
分
脈
』
に
「
号
伏
見
修
理
大
夫
・
水
石
得
風
阿
闍
梨　
延
園
繪
師
号
繪
阿
闍
梨
（　
）
32
（　
）
33
（　
）
34
（　
）
35
骨
」（
第
四
篇　
　
頁
）
と
注
記
さ
れ
、『
作
庭
記
』
の
筆
者
と
見
な
48
さ
れ
て
い
る
橘
俊
綱

で
あ
る
。
摂
関
と
し
て
頼
通
の
あ
と
を
継
い
だ
の
は
俊
綱
と
同
じ
く
祗
子
所
生
の
師
実
で
あ
る
が
、
そ
の
子
で
徳
大
寺
法
眼
と
い
わ
れ
た
静
意

も
作
庭
に
才
能
を
発
揮
し
た
。
彼
は
『
今
鏡
』「
ふ
ぢ
な
み
の
中
第
五
―
―
故
郷
の
花
の
色
―
―
」
に
　
　
心
の
き
き
給
へ
る
に
や
、
法
金
剛
院
の
石
立
て
な
ど
に
召
さ
れ
参
り
給
ひ
け
る
と
か
や
。
梵
字
な
ど
も
よ
く
書
き
給
ふ
と
ぞ
き
こ
え
給
ひ
し

。
と
語
ら
れ
、『
続
古
事
談
』（
第
五
、
諸
道
第
一
話
）
に
も
林
賢
と
と
も
に
名
前
が
見
え
る
。
頼
通
の
家
系
に
は
す
ぐ
れ
た
芸
術
的
感
覚
の
持
ち
主
が
あ
ら
わ
れ
た
。
重
森
完
途
氏
は
延
円
か
ら
頼
通
へ
、
頼
通
か
ら
俊
綱
へ
と
作
庭
の
相
伝
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
〝
庭
園
芸
術
家
の
系
譜
〞
を
見
て
い
る

。
　
さ
て
、
摂
関
家
の
人
々
が
立
て
た
「
石
」
は
庭
園
の
素
材
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
権
力
を
誇
示
す
る
象
徴
物
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
「
か
ど
あ
る
石
」
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。『
作
庭
記
』
の
「
立
石
口
伝
」
に
は
　
　
石
を
た
て
ん
に
ハ
、
ま
づ
お
も
石
の
か
ど
あ
る
を
ひ
と
つ
立
お
ゝ
せ
て
、
次
々
の
い
し
を
バ
、
そ
の
石
の
こ
は
ん
に
し
た
が
ひ
て
立
べ
き
也
（　
）
36
（　
）
37
（　
）
38
（　
）
39
25
と
あ
る
。
か
ど
あ
る
石
が
請
う
の
に
従
っ
て
、
即
ち
前
に
立
て
た
石
が
の
ぞ
ん
で
い
る
よ
う
に
次
々
の
石
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
主
石
の
心
に
な
っ
て
み
よ
、
と
い
う
意
で
あ
り
、
石
の
「
か
ど
」
を
見
極
め
ら
れ
る
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
実
資
は
道
長
や
頼
通
の
「
曳
石
」
の
態
度
に
批
判
的
な
視
線
を
浴
び
せ
た
が
、
実
資
と
て
石
を
立
て
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
小
右
記
』
治
安
三
年
九
月
十
八
日
条
に
「
小
堂
廊
邊
弥
小
風
流
、
令

立
二
石
等
一
」
と
記
す
よ
う
に
、
念
誦
堂
の
付
近
に
石
を
立
て
風
流
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
双
方
の
「
水
石
」
に
対
す
る
姿
勢
に
異
っ
た
印
象
を
受
け
る
こ
と
は
抗
え
な
い
。
こ
の
違
い
は
摂
関
家
の
人
間
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
っ
た
立
場
上
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
他
者
の
施
し
た
「
水
石
風
流
」
の
地
に
足
を
運
び
心
を
慰
め
、
往
事
を
回
想
す
る
と
い
う
実
資
の
行
動
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
漢
学
の
教
養
に
支
え
ら
れ
た
知
識
人
と
し
て
の
自
覚
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
「
寂
然
・
徒
然
・
草
庵
」
等
の
言
葉
に
そ
う
し
た
思
考
の
一
端
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
考
察
を
別
に
ゆ
ず
り
、
角
度
を
変
え
て
「
石
」
に
執
着
し
た
人
々
を
追
う
こ
と
に
す
る
。
三
、「
石
立
て
」
す
る
受
領
　
『
伊
勢
物
語
』
七
十
八
段
は
、
右
大
将
藤
原
常
行
が
山
科
禅
師
親
王

に
「
紀
の
国
千
里
の
浜
」
に
あ
っ
た
石
を
献
上
し
た
話
で
あ
る
。
こ
の
石
は
あ
る
人
が
か
つ
て
父
良
相
に
奉
っ
た
石
で
あ
っ
た
。
親
王
は
山
科
の
居
宅
に
「
滝
落
し
、
水
走
ら
せ
な
ど
し
て
、
お
も
し
ろ
く
」
庭
園
を
造
っ
た
。
常
行
は
親
王
を
「
島
好
み
給
ふ
君
」
で
あ
る
か
ら
、
と
随
身
、
舎
人
に
命
じ
て
石
を
取
り
に
や
ら
せ
る
。
物
語
は
そ
の
石
を
「
聞
き
し
よ
り
は
見
る
は
ま
さ
れ
り
」
と
叙
べ
て
い
る
。
こ
の
話
は
親
王
の
出
家
生
活
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
の
文
雅
の
場
で
あ
る
庭
園

に
と
っ
て
「
石
」
が
重
要
な
役
割
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。「
島
好
み
た
ま
ふ
―
―
庭
園
に
趣
味
の
あ
る
」
君
、
山
科
禅
師
親
王
に
献
上
さ
れ
た
石
も
「
か
ど
あ
る
石
」
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
石
が
進
上
さ
れ
た
一
方
で
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
。『
江
談
抄
』
が
伝
え
る
藤
原
致
忠
の
話
を
引
こ
う
。
　
　
　
致
忠
石
を
買
ふ
事
（
巻
第
三
―
二
四
）
　
　
ま
た
命
せ
ら
れ
て
云
は
く
、「
備
後
守
致
忠
元
方
の
男
閑
院
を
買
ひ
て
家
と
為
す
。
泉
石
の
風
流
を
施
さ
ん
と
欲
ふ
に
、
い
ま
だ
（　
）
40
（　
）
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26
立
石
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
す
な
は
ち
金
一
両
を
も
つ
て
石
一







つ
を
買
へ
り
。
件
の
事
洛
中
に
風
聞
す
。
件
の
事
を
も
つ
て
業
と
為
す
者
、
こ
の
事
を
伝
へ
聞
き
、
争
つ
て
奇
巌
怪
石
を
運
載







し
、
も
つ
て
そ
の
家
に
到
り
て
売
ら
ん
と
す
。
こ
こ
に
致
忠
答
へ
て
云
は
く
、「
今
は
買
は
じ
」
と
云
々
。
石
を
売
る
人
す
な
は
ち
門
前
に
抛
つ
と
云
々
。
し
か
る
後
、
そ
の
風
流
有
る
も
の







を
選
ん
で
立
つ
」
と
云
々
。 
（『
江
談
抄　
中
外
抄　
富
家
語
』）
　
「
立
石
」「
奇
巌
怪
石
」「
風
流
有
る
も
の
（
石
）」
と
、
作
庭
を
左
右
す
る
石
を
表
す
言
葉
が
見
え
る
。
右
の
話
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
致
忠
が
国
司
と
い
う
立
場
で
蓄
財
に
励
み
、
財
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て
藤
原
冬
嗣
の
邸
宅
閑
院
を
買
い
と
り
、
石
を
金
一
両
で
購
入
し
た
こ
と
、
奸
計
を
も
っ
て
気
に
入
っ
た
「
風
流
あ
る
」
石
、
す
な
わ
ち
〈
角
あ
る
―
―
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
石
〉
を
入
手
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
致
忠
の
子
保
輔
は
『
江
談
抄
』
同
巻
二
六
話
（「
保
輔
強
盗
の
主
為
る
事
」）
に
〝
強
盗
の
主
（
首
領
）〞
と
語
ら
れ
る

。
ま
た
弟
陳
忠
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
第
三
八
「
信
濃
守
藤
原
陳
忠
、
御
坂
よ
り
落
ち
入
る
話
」
で
、
任
果
て
て
上
京
の
途
中
、
谷
に
落
ち
た
が
、
救
出
の
た
め
の
籠
に
ま
ず
は
平
茸
を
入
れ
て
地
上
に
届
け
た
、
と
い
う
強
欲
ぶ
り
が
知
ら
れ
て
い
る
。
致
忠
が
入
手
し
た
石
が
「
風
流
あ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
生
き
方
は
風
流
、
風
雅
と
は
遠
く
思
わ
（　
）
42
れ
る
。
致
忠
一
族
の
話
か
ら
は
、
後
に
『
太
平
記
』
に
語
ら
れ
る
高
師
直
の
奢
り
高
ぶ
っ
た
態
度
が
思
い
あ
わ
さ
れ
る
の
だ
が
、
飛
躍
し
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
　
・
…
…
此
師
直
ハ
一
條
今
出
川
ニ
、
故
兵
部
親
王
ノ
御
母
堂
、
宣
旨
ノ
三
位
殿
ノ
住
荒
シ
給
ヒ
シ
古
御
所
ヲ
點
ジ
テ
、
棟
門
四
方
ニ
ア
ケ
、
釣
殿
・
渡
殿
・
泉
殿
、
棟
梁
高
ク
造
リ
雙
テ
、
奇
麗
ノ
壮
觀
ヲ
逞
ク
セ
リ
。
泉
水
ニ
ハ
伊
勢
・
嶋
・
雜
賀
ノ
大
石
共
ヲ
集
タ
レ
バ
、
車
輾
テ
軸
ヲ
摧
キ
、
呉
牛
喘
テ
舌
ヲ
垂
ル
。
 
（
巻
二
十
六
「
執
事
兄
弟
奢
侈
事
」
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
　
こ
こ
に
は
強
引
に
石
を
集
め
、
人
々
を
使
役
す
る
師
直
の
姿
が
あ
る
。
　
み
や
び
な
姿
勢
と
は
対
極
に
あ
る
人
物
の
石
集
め
の
例
を
記
し
た
が
、
そ
の
他
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
能
因
集

』
に
次
の
よ
う
な
詞
書
と
歌
が
あ
る
。
　
　
　
　
備
中
前
司
の
四
条
の
家
の
い
と
お
か
し
う
見
ゆ
る
に
、
か
う
聞
こ
ゆ
　
　
人
知
れ
ず
あ
ら
ま
し
ご
と
に
わ
が
い
ひ
し
宿
の
す
ま
ひ
を
わ
が
241
見
つ
る
哉
　
備
中
前
司

は
藤
原
兼
房
（
寛
弘
七
〈
一
〇
〇
四
〉
年
―
延
久
元
〈
一
〇
六
九
〉
年
）、
父
は
中
納
言
兼
隆
、
祖
父
は
粟
田
関
白
道
兼
で
あ
る
。
（　
）
43（　
）
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能
因
は
兼
房
の
邸
宅
が
「
い
と
お
か
し
う
」
見
え
た
の
で
、「
心
ひ
そ
か
に
住
ま
い
と
い
う
も
の
は
こ
う
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
そ
の
住
ま
い
を
ま
さ
し
く
今
日
見
た
こ
と
で
す

」
と
詠
ん
だ
。
二
人
の
交
流
を
示
す
も
の
だ
が
、『
俊
秘
抄
』
下
、『
俊
頼
髄
脳
』
に
は
同
車
し
て
伊
勢
の
旧
宅
を
見
た
話
も
載
っ
て
い
る
。
　
『
後
拾
遺
集
』（
第
十
八
―
雑
四
）
に
は
兼
房
自
身
の
歌
が
あ
る
。
　
　
　
　
美
作
守

に
て
侍
り
け
る
時
、
館
の
前
に
石
立
て
水
せ
き
入
れ
て
よ
み
侍
り
け
る
　
　
せ
き
れ
た
る
な
こ
そ
な
が
れ
て
と
ま
る
ら
ん
た
え
ず
み
る
べ
き
1057
た
き
の
い
と
か
は

　
詞
書
が
兼
房
の
造
園
趣
味
を
語
っ
て
い
る
。
　
前
章
で
作
庭
家
と
し
て
の
橘
俊
綱
の
姿
を
確
認
し
た
が
、
再
び
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
俊
綱
は
、
当
代
を
代
表
す
る
庭
園
で
あ
り
、
別
業
と
し
て
自
負
す
る
「
伏
見
亭

」
を
有
し
て
い
た
。
白
河
上
皇
と
の
会
話
で
強
調
す
る
「
地
形
眺
望
」
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
中
右
記
』
寛
治
七
（
一
〇
九
三
）
年
十
二
月
二
十
四
条
に
「
臥
見
亭
焼
亡
」
の
記
事
が
あ
る
。
　
・
今
日
辰
時
許
、
修
理
大
夫
俊
綱
朝
臣
臥
見
亭
已
以
燒
亡
、
件
處
風
流
勝
地
、
水
石
幽
奇
也
、
悉
爲
燼
、
誠
惜
哉
、
 
（
大
日
本
古
記
録
『
中
右
記
』）
（　
）
45
（　
）
46
（　
）
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（　
）
48
伏
見
亭
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
こ
の
別
邸
で
文
事
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
　
・
俊
綱
朝
臣
の
家
に
て
春
山
里
に
人
を
訪
ぬ
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
 
藤
原
範
永
朝
臣
 
（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一　
春
上　
番
歌　
詞
書
）
23
　
・
橘
俊
綱
朝
臣
の
ふ
し
み
の
山
庄
に
て
水
辺
桜
花
を
よ
め
る
 
源　
師
賢
 
（『
詞
花
和
歌
集
』
巻
第
一　
春　
　
番
歌
詞
書
）
26
　
・
橘
俊
綱
朝
臣
の
ふ
し
み
の
山
庄
に
て
七
夕
の
後
朝
の
心
を
よ
め
る 
良
暹
法
師
 
（
同　
巻
第
三　
秋　
　
番
歌
詞
書
）
89
な
ど
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
　
右
の
よ
う
に
風
流
な
文
化
人
と
い
う
側
面
を
有
す
る
橘
俊
綱
で
あ
る
が
、
そ
の
文
化
活
動
の
展
開
の
背
景
に
は
受
領
と
し
て
任
地
で
強
権
を
発
動
し
て
収
奪
し
、
そ
れ
が
故
に
生
じ
た
財
力
的
基
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
本
中
眞
氏
が
指
摘
し
て
い
る

。
　
風
流
に
生
き
た
山
科
禅
師
親
王
と
い
う
人
物
に
対
置
さ
せ
て
複
数
の
「
受
領
」
を
と
り
上
げ
て
き
た
。
人
間
性
や
生
き
方
の
そ
れ
ぞ
れ
異
る
彼
ら
も
、
そ
の
経
済
的
基
盤
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
彼
ら
の
財
力
が
文
化
の
継
承
発
展
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
（　
）
49
28
の
こ
と
は
現
実
の
社
会
に
お
い
て
の
み
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
虚
構
の
世
界
に
あ
っ
て
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
以
下
、
物
語
の
中
の
「
石
」
に
視
線
を
注
ぐ
こ
と
に
す
る
。
四
、
源
氏
物
語
の
立
石
　
く
り
返
す
が
受
領
の
財
力
は
風
雅
の
場
の
形
成
に
寄
与
し
た
。
庭
園
に
お
い
て
最
も
重
要
で
あ
る
「
立
石
」
の
姿
形
は
、
身
分
の
高
い
公
の
有
す
る
園
池
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石
入
道
の
住
居
の
有
様
か
ら
「
立
石
」
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
　
①
所
の
さ
ま
を
ば
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
作
り
な
し
た
る
心
ば
へ
、

木
立
、
立
石
、
前
栽
な
ど
の
あ
り
さ
ま
、
え
も
い
は
ぬ
入
江
の
水
な
ど
、
絵
に
描
か
ば
、
心
の
い
た
り
少
な
か
ら
ん
絵
師
は
描
き
及
ぶ
ま
じ
と
見
ゆ
。
月
ご
ろ
の
御
住
ま
ひ
よ
り
は
、
こ
よ
な
く
明
ら
か
に
な
つ
か
し
。
御
し
つ
ら
ひ
な
ど
え
な
ら
ず
し
て
、
住
ま
ひ
け
る
さ
ま
な
ど
、
げ
に
都
の
や
む
ご
と
な
き
所
ど
こ
ろ
に
異
な
ら
ず
、
艶
に
ま
ば
ゆ
き
さ
ま
は
ま
さ
り
ざ
ま
に
ぞ
見
ゆ
る
。 
（
明
石　
　
　
〜　
頁　
新
編
・
日
本
古
典
文
学
全
集
）
（二）
234
235
イ 
　
源
氏
が
須
磨
か
ら
移
っ
た
の
は
、
明
石
の
浜
に
近
い
入
道
の
館
で
あ
っ
た
。
そ
の
住
ま
い
の
風
情
は
都
の
高
貴
な
身
分
の
人
の
邸
に
変
わ
る
と
こ
ろ
な
く
、
は
な
や
か
な
様
子
は
む
し
ろ
勝
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
傍
線
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
秋
山
虔
氏
は
入
道
の
経
済
力
の
現
実
性

を
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
が
イ
 
の
よ
う
に
「
木
立
、
立
石
、
前
栽
」「
入
江
の
水
」
と
い
う
庭
園
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
明
石
入
道
の
造
型
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
に
「
立
石
」
は
「
松
風
」
巻
に
至
っ
て
語
ら
れ
る
中
務
宮
の
大
堰
の
邸
の
描
写
と
呼
応
し
つ
つ
、
違
い
を
き
わ
だ
た
せ
る
。
　
②
昔
、
母
君
の
御
祖
父
、
中
務
宮
と
聞
こ
え
け
る
が
領
じ
た
ま
ひ
け
る
所
、
大
堰
川
の
わ
た
り
に
あ
り
け
る
を
、
そ
の
御
後
は
か
ば
か
し
う
相
継
ぐ
人
も
な
く
て
、
年
ご
ろ
荒
れ
ま
ど
ふ
を
思
ひ
出
で
て
、
…
… 
（
松
風　
　
　
頁
）
（二）
398
　
明
石
君
が
上
京
し
て
住
む
こ
と
に
な
る
大
堰
の
邸
は
、
母
尼
君
の
祖
父
で
あ
る
中
務
宮
の
所
有
で
あ
っ
た
。
修
理
を
加
え
ら
れ
た
邸
の
様
子
は
「
昔
（
中
務
宮
在
世
中
）
の
こ
と
」
を
思
い
出
さ
せ
、「
造
り
そ
へ
た
る
廊
な
ど
ゆ
ゑ
あ
る
さ
ま
に
、
水
の
流
れ
も
を
か
し
う
し
な
し
た
り
」（　
頁
）
と
、
い
か
に
も
皇
族
と
い
う
身
分
の
人
に
ふ
さ
407
わ
し
い
住
居
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
（　
）
50
29
　中
務
宮
に
つ
い
て
『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』『
花
鳥
余
情
』
な
ど
の
注
釈
書
は
、
醍
醐
天
皇
皇
子
、
兼
明
親
王
（
延
喜
一
四
〈
九
一
四
〉
年
―
永
延
元
〈
九
八
七
〉
年
）
に
准
拠
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
明
石
君
の
曾
祖
父
で
あ
る
中
務
宮
の
暮
ら
し
た
土
地
に
、「
菟
裘
賦
」
に
よ
ま
れ
て
い
る
言
志
と
風
雅
の
精
神
と
を
重
ね
る
こ
と
は
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
折
れ
臥
し
て
い
る
前
栽
な
ど
を
繕
わ
せ
な
が
ら
源
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
　
③
こ
こ
か
し
こ
の
立
て
石
ど
も
も
み
な
転
び
失
せ
た
る
を
、
情
あ











り
て
し
な
さ
ば
を
か
し
か
り
ぬ
べ
き
所
か
な
。
か
か
る
所
を
わ
ざ
と
繕
ふ
も
あ
い
な
き
わ
ざ
な
り
。
さ
て
も
過
ぐ
し
は
て
ね
ば
、
立
つ
時
も
の
う
く
心
と
ま
る
、
苦
し
か
り
き
。 
（
同　
　
頁
）
411
　
「
立
石
﹈
は
じ
め
そ
の
他
の
石
が
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
源
氏
の
言
葉
は
大
堰
邸
に
流
れ
た
長
い
時
間
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
昔
、
こ
の
庭
を
作
る
に
も
大
石
の
運
搬
や
水
を
引
く
た
め
に
多
大
な
人
力
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
水
石
風
流
の
地
の
具
現
に
向
け
た
営
み
の
陰
に
潜
む
労
苦
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
そ
れ
ら
の
全
て
が
「
転
び
失
せ
た
」
現
状
が
源
氏
、
明
石
君
の
目
前
に
あ
る
。
だ
が
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
所
に
手
を
入
れ
る
と
、
か
え
っ
て
去
る
時
に
執
着
が
の
こ
る
、
と
言
い
な
が
ら
源
氏
は
指
揮
を
と
る
。
中
務
宮
の
邸
の
庭
に
手
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
高
貴
の
人
の
風
流
の
空
間
が
よ
み
が
え
り
、
源
氏
の
寵
を
受
け
る
女
性
の
住
居
に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
し
て
復
活
す
る
の
で
あ
る
。
　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
わ
ず
か
二
例
の
「
立
石
」
に
目
を
と
め
て
み
た
。
で
は
そ
の
他
の
場
面
で
は
「
庭
石
」
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
六
条
院
の
春
の
御
殿
の
庭
の
石
を
あ
げ
る
。
　
・
中
島
の
入
江
の
岩
蔭
に
（
竜
頭
鷁
首
の
船
を
）
さ
し
寄
せ
て
見
れ
ば
、
は
か
な
き
石
の
た
た
ず
ま
ひ
も
、
た
だ
絵
に
描
い
た
ら
む
や
う
な
り
。 
（
胡
蝶　
　
　
頁
）
（三）
166
　
春
の
御
殿
に
お
け
る
船
楽
の
こ
と
を
述
べ
る
こ
の
場
面
に
あ
っ
て
は
、
中
島
の
立
石
の
風
情
も
絵
に
描
い
た
よ
う
で
あ
る
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
も
の
の
点
景
と
し
て
の
意
味
し
か
な
い
。
　
・
夕
暮
の
し
め
や
か
な
る
に
、（
中
略
）
水
の
ほ
と
り
の
石
に
苔
を
蓆
に
て
な
が
め
ゐ
た
ま
へ
り
。 
（
竹
河　
　
　
頁
）
（五）
92
　
薫
と
藤
侍
従
が
冷
泉
院
の
池
の
水
際
の
石
に
苔
を
む
し
ろ
が
わ
り
に
し
て
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
。
人
が
座
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
低
め
の
石
と
思
わ
れ
る
。
　
・
こ
な
た
の
廊
の
中
の
壺
前
栽
の
い
と
を
か
し
う
色
々
に
咲
き
乱
30
れ
た
る
に
、
遣
水
の
わ
た
り
の
石
高
き
ほ
ど
い
と
を
か
し
け
れ
ば
、
端
近
く
添
ひ
臥
し
て
な
が
む
る
な
り
け
り
。
 
（
東
屋　
　
　
頁
）
（六）
60
　
中
の
君
の
邸
で
庭
を
な
が
め
て
い
る
の
は
浮
舟
で
あ
る
。
遣
水
に
近
い
「
立
石
」
は
周
囲
の
情
景
と
と
け
あ
っ
て
い
る
。
浮
舟
は
見
て
飽
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
継
父
常
陸
介
が
受
領
の
財
力
で
庭
を
作
っ
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
邸
の
前
栽
、
遣
水
、
石
組
み
の
風
情
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
　
こ
の
場
面
の
直
後
、
浮
舟
は
匂
宮
に
迫
ら
れ
、「
む
く
つ
け
く
」
「
恥
づ
か
し
く
」「
死
ぬ
ば
か
り
」
と
い
う
思
い
を
す
る
。
こ
の
事
件
は
薫
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
浮
舟
は
薫
に
連
れ
ら
れ
て
宇
治
へ
移
る
の
で
あ
る

。
　
以
上
、
六
条
院
、
冷
泉
院
、
中
の
君
邸
の
石
の
描
写
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
庭
の
点
景
と
し
て
の
石
が
あ
っ
た
。
一
方
、
明
石
入
道
の
庭
の
立
石
、
大
堰
の
邸
の
立
石
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。
単
に
「
石
」
で
は
な
く
「
立
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
と
に
「
松
風
」
巻
に
お
け
る
「
立
石
」
と
い
う
言
葉
は
作
庭
の
伝
統
を
引
継
ぐ
風
流
の
空
間
を
ふ
た
た
び
現
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
者
の
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
『
宇
津
保
物
語
』（
楼
の
う
へ
の
上
）
に
仲
忠
の
京
極
邸
の
庭
が
、
（　
）
51
　
　
水
は
長
々
と
下
よ
り
流
れ
舞
ひ
て
、
楼
を
巡
り
た
り
。
立
て
石
ど
も
は
さ
ま
ざ
ま
に
て
、
反
橋
の
こ
な
た
か
な
た
に
あ
り
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
先
行
の
物
語
の
表
現
も
当
然
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
立
石
」
と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
文
化
の
重
み

を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
結　
　
語
　
「
泉
石
烟
霞
の
病
」
等
の
語
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
「
水
石
」
に
思
い
を
寄
せ
、
そ
れ
を
所
有
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
姿
を
追
っ
て
き
た
。
　
擬
似
的
な
自
然
と
し
て
の
庭
に
配
置
さ
れ
た
「
立
石
」
は
、
人
の
心
を
駆
り
立
て
た
よ
う
で
あ
る
。
石
は
華
や
か
さ
で
人
の
目
を
と
ら
え
る
物
で
は
な
い
。
そ
こ
で
重
視
さ
れ
る
の
が
「
か
ど
」（
圭
角
）
で
あ
る
。
ま
た
石
の
姿
形
か
ら
、
そ
れ
を
立
て
た
人
の
心
が
透
い
て
見
え
る
、
と
い
う
考
え
ま
で
が
生
じ
た
こ
と
を
次
の
歌
が
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
大
学
（
覚
）
寺
の
金
岡
か
た
て
た
る
い
し
を
み
て
　
　
庭
の
い
は
に
め
た
つ
る
人
も
な
か
ら
ま
し
か
と
あ
る
さ
ま
に
立
1424
し
を
か
す
は 
（
西
行
『
山
家
集

』）
（　
）
52
（　
）
53
31
　
　
　
　
石
　
　
い
し
は
さ
も
た
て
け
る
人
の
心
さ
へ
か
た
か
ど
あ
り
と
見
え
も
1277
す
る
か
な 
（
俊
頼
『
散
木
寄
歌
集
』
第
九　
雑
部
上

）
　
庭
石
は
か
ど
あ
る
様
態
で
立
て
て
お
か
な
け
れ
ば
目
を
と
め
る
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
西
行
の
歌
、
か
ど
あ
る
石
は
立
て
た
人
の
片
 
才
か
た 
を
も
見
せ
る
、
と
す
る
源
俊
頼
の
歌
は
、
石
立
て
す
る
人
間
か
ど
の
美
意
識
、
才
能
、
知
性
と
い
っ
た
内
面
を
浮
き
彫
り
に
し
、
も
の


は
人
間
の
心
の
集
約
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
し
め
る
。
　
人
は
現
世
に
あ
っ
て
、
も
の
の
美
し
さ
や
風
趣
を
さ
ま
ざ
ま
に
享
受
し
た
い
と
考
え
る
。
水
石
を
愛
す
る
こ
と
も
そ
の
姿
勢
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
官
を
辞
し
権
勢
か
ら
離
れ
去
っ
て
山
中
に
隠
棲
し
よ
う
と
い
う
志
向
が
見
え
な
い
の
は
当
然
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
藤
原
実
資
が
俗
世
か
ら
い
さ
さ
か
遠
い
世
界
を
思
わ
せ
る
言
語
を
『
小
右
記
』
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
。「
現
世
」
の
問
題
を
解
く
鍵
を
ひ
め
て
い
る
古
記
録
の
言
葉
を
、
さ
ら
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
併
記
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
 
（　
）
54
注（１
）　
「
謂
愛
好
山
水
成
癖
、
如
病
入
膏
肓
」（『
漢
語
大
詞
典
』
５
―
１
０
３
１
頁
。「
官
に
仕
へ
ざ
る
意
に
用
ひ
る
」（『
大
漢
和
辞
典
』
六
）。
（
２
）　
後
晉
、
劉
等
撰
。
中
華
書
局
出
版　
一
七
七
五
年
五
月
第
一
版
。
（
３
）　
泉
石
愛
好
の
話
は
他
に
「〔
朱
異
〕
遂
承
間
白
高
祖
、
曰
、
年
老
、
又
愛
泉
石
」（『
梁
書
』
列
傳
第
二
十
四
徐
）
唐
、
姚
思
廉





撰
。
中
華
書
局
出
版　
一
九
七
三
年
五
月
第
一
版　

唐
・
尹
懋
〈
秋
夜
陪
張
丞
相
趙
侍
御
遊
湖
〉
序
「
…
覽
山
川
之
異
。
探
泉
石





之
寄
。
…
」
詩
之
一
「
…
江
山
與
勢
遠
。
泉
石
自
幽
深
。
…
」（『
全












唐
詩
』　
巻
九
十
八　
盤
庚
出
版
社　
中
華
民
国
六
八
年
二
月
十
五
（二）
日
第
一
版
）
宋
・
胡
仔
『
溪
漁
隠
叢
話
前
集
』
巻
第
十
五
〈
王
摩
詰
の
項
〉「
山
谷
老
人
云
余
頃
年
登
山
臨
水
未
嘗
不
讀
王
摩
詰
詩
固
知
此
老
胸
次
定
有
泉
石
膏
肓
之
疾
」（
叢
書
集
成
新
編　
新










文
豐
出
版　
中
華
民
国
七
十
四
年
元
月
初
版
）
宋
・
楊
万
里
〈
送
劉
惠
二
首
〉
―
二
、「
舊
病
詩
狂
與
酒
狂
、
新
來
泉
石
又
膏
肓
。








不
醫
則
是
醫
還
是
、
更
問
無
方
定
有
方
。」（『
全
宋
詩
』
巻
二
三
一
〇
、
楊
萬
里
三
六
、
北
京
大
學
古
文
獻
研
究
所
編
、
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
十
二
月
第
一
版
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
４
）　
元
禄
四
年
成
、
安
永
六
年
刊
。
（
５
）　
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
芭
蕉
文
集
』
俳
文
、
五
六
「
忘
梅
序
」。
（
６
）　
「
日
本
文
学
」（
二
〇
〇
三
・
五
・
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・　
　
日
本
文
学
協
会
52
編
集
・
刊
行
）〈
特
集
・
古
代
に
お
け
る
庭
園
〉
で
は
執
筆
陣
が
多
32
角
的
に
庭
園
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
（
７
）　
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈
』
下
巻
（
角
川
書
店　
昭
和
四
十
三
年
五
月
二
十
日
初
版
発
行
）　
頁
。
傍
線
筆
者
。
以
下
の
傍
線
同
。
25
（
８
）　
同
右　
頁
。
28
（
９
）　
十
二
月
二
十
五
日
改
元
で
長
和
元
年
と
な
る
。
（　
）　
こ
の
年
正
二
位
大
納
言
。
右
大
将
。
五
十
六
歳
。
10
（　
）　
寛
和
元
（
九
八
五
）
年
出
家
。
正
暦
二
年
二
月
十
二
日
崩
御
。
11
（　
）　
『
小
右
記
』
永
祚
元
年
十
二
月
五
日
条
。
12
（　
）　
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
二
月
十
六
日
条
で
は
淡
路
守
と
な
っ
た
敦
13
頼
を
「
親
昵
家
人
」
と
記
し
て
い
る
。
（　
）　
の
ち
の
万
寿
二
年
七
月
二
日
、
実
資
は
女
藤
原
千
古
を
禪
覚
の
も
14
と
で
受
戒
さ
せ
て
い
る
（『
小
右
記
』　
　
頁
）。
（七）
104
（　
）　
道
長
次
男
。
二
十
六
歳
。
母
は
源
高
明
女
明
子
。
寛
仁
元
年
四
月
15
三
日
、
右
衛
門
督
か
ら
転
じ
た
（『
公
補
任
』
寛
仁
元
年
）。
（　
）　
飛
田
範
夫
氏
は
造
営
時
期
を
「
融
が
左
大
臣
と
な
っ
た
貞
観
一
四
16
年
（
八
七
二
）
か
ら
二
〇
年
頃
ま
で
の
間
と
み
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（「『
作
庭
記
』
か
ら
み
た
造
園
」　
選
書　
　
鹿
島
出
版
会
SD
193
　
一
九
八
五
年
六
月
十
日
第
一
刷
）。
（　
）　
『
国
司
補
任
』
第
四
、
備
後
国
。『
御
堂
関
白
記
』『
権
記
』
寛
弘
17
三
年
十
月
二
日
条
に
補
任
の
記
事
が
あ
る
。
な
お
源
政
職
は
同
名
の
人
物
が
も
う
一
人
い
る
。
光
孝
源
氏
播
磨
守
正
四
位
下
国
盛
の
子
（
生
年
未
詳
）
で
長
和
元
年
〜
四
年
時
の
加
賀
国
司
（『
国
司
補
任
』
第
四
、
加
賀
国
）
の
政
職
は
、
寛
仁
四
（
一
〇
二
〇
）
年
閏
十
二
月
二
十
五
日
夜
、
邸
宅
に
押
し
入
っ
た
群
盗
に
殺
害
さ
れ
た
（『
小
右
記
』
同
月
二
十
六
日
条
）。
（　
）　
こ
の
時
の
致
仕
は
許
さ
れ
て
い
な
い
（『
公
補
任
』
後
朱
雀
天
18
皇
）。
（　
）　
太
田
静
六
氏
が
「
小
野
宮
の
泉
」
と
し
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
19
『
寝
殿
造
の
研
究
』（
第
三
章
平
安
盛
期
に
お
け
る
貴
族
の
邸
宅　
第
五
節
藤
原
実
資
の
邸
宅
・
小
野
宮　
三
、
庭
園
と
湧
泉
・
導
水
路
な
ど
）
吉
川
弘
文
館　
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
五
日
発
行
。
（　
）『
作
庭
記
』
冒
頭
部
に
あ
る
言
葉
。
引
用
は
林
屋
辰
三
郎
校
注
『
作
20
庭
記
』（
日
本
思
想
大
系
二
三
『
古
代
中
世
藝
術
論
』
岩
波
書
店　
一
九
七
三
年
十
月
）
に
拠
る
。
（　
）　
実
資
邸
の
念
誦
堂
を
見
た
広
業
は
「
可
シ
謂
フ
二
一
伽
藍
ト
一、
非
ズ
二
21
流
俗
ノ
處
ニ
一
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
深
山
絶
域
…
」
と
続
け
た
。
数
度
感
嘆
し
て
多
々
賞
賛
の
詞
を
述
べ
た
と
い
う
（『
小
右
記
』
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
五
月
三
十
日
条
）。
そ
の
他
藤
原
公
成
（
同
月
五
日
）
源
朝
任
（
同
十
日
）
法
性
寺
座
主
慶
命
（
六
月
十
九
日
）
等
が
「
感
歎
無
極
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
の
閏
九
月
十
二
日
藤
原
公
任
も
堂
を
見
て
「
再
三
被
感
」、
十
月
二
十
九
日
に
は
飯
室
僧
都
尋
圓
、
阿
闍
梨
縁
（
延
）
圓
も
見
て
い
る
。
（　
）
上
杉
和
彦
氏
は
庭
園
を
「
権
力
者
の
威
勢
を
象
徴
す
る
も
の
の
一
22
つ
」
と
し
て
藤
原
摂
関
家
の
作
庭
の
あ
り
方
を
物
質
的
問
題
と
人
間
関
係
の
面
か
ら
と
ら
え
て
い
る
。「
平
安
時
代
の
作
庭
事
業
と
権
力
―
―
庭
石
の
調
達
を
中
心
に
―
―
」（
服
藤
早
苗
編
『
王
朝
の
権
力
と
表
象
』
森
話
社　
一
九
九
八
・
九
・
二
十
一
）。
（　
）　
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
一
上
、
居
所
「
立
石
」
に
「
古
へ
石
を
居
る
を
23
33
立
と
い
ふ
」
と
あ
る
。
日
本
随
筆
大
成
別
巻　
嬉
遊
笑
覧
１
。
昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
五
日
発
行　
吉
川
弘
文
館
。
（　
）　
拙
稿
「
藤
原
道
長
の
書
籍
蒐
集
」（「
風
俗
」
第
二
十
七
巻
第
二
24
号
）
で
も
触
れ
た
。
（　
）　
時
は
戻
る
が
『
小
右
記
』
治
安
三
年
六
月
十
一
日
条
に
法
成
寺
の
25
礎
石
の
調
達
に
関
し
て
記
述
が
あ
る
。「
上
達
部
及
諸
大
夫
令
曳
二
法
成
寺
堂
礎
一、
或
取
二
宮
中
諸
司
石
・
泉
苑
門
并
乾
臨
閣
石
一、
或
取
二
坊
門
・
羅
城
門
・
左
右
京
職
・
寺
石
一
云
、
可
嘆
可
悲
、
不
足
言
」。
略
奪
行
為
で
あ
る
。
上
杉
氏
は
土
御
門
第
や
高
陽
院
の
作
庭
に
お
け
る
過
差
へ
の
実
資
の
批
判
を
、
単
な
る
華
美
へ
の
中
傷
で
は
な
く
石
な
ど
の
作
庭
素
材
調
達
の
あ
り
方
へ
の
糾
弾
、
と
と
ら
え
る
（
注　
前
掲
論
文
）。
22
（　
）　
七
年
後
の
長
暦
三
（
一
〇
三
九
）
年
三
月
十
六
日
高
陽
院
は
延
暦
26
寺
僧
徒
の
放
火
に
よ
っ
て
焼
亡
す
る
。（『
百
錬
抄
』
後
朱
雀
「
三
月
 
十
五 
日
。
高
陽
院
炎
上
。」『
扶
桑
略
記
』「
十
六
日
寅
刻
、
高
陽
院
（
マ
マ
）
燒
亡
、
放
火
云
云
、（
以
下
略
）」）。
（　
）　
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
増
補
新
訂
第
二
巻　
一
九
九
五
年
27
十
一
月
十
日
第
一
版
第
一
刷　
同
朋
舎
出
版
。
（　
）　
慶
滋
保
胤
は
極
楽
寺
の
庭
の
石
を
「
奇
巌
怪
石
之
千
象
万
形
」
28
（「
冬
日
於
二
極
楽
寺
禅
房
一
同
賦
二
落
葉
声
如
一
雨
」『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
、
新
・
日
本
古
典
文
学
大
系　
頁
）
と
表
し
た
。
ま
た
朱
雀
308
院
の
栢
梁
殿
は
「
其
水
冷
不
異
二
寒
冬
之
水
一。
奇
巌
遶
涯
旧
苔
鋪
庭
」（『
明
衡
往
来
』
上
本　
群
書
類
從
第
九
輯　
頁
）
と
記
さ
397
れ
て
い
る
。
（　
）　
『
日
本
の
庭
園
』　
選
書　
　
鹿
島
出
版
会　
一
九
六
七
年
一
二
29
SD
23
月
五
日
第
一
刷　
な
お
松
村
博
司
『
栄
花
物
語
全
注
釈
』　
（
昭
和
（五）
五
十
年
十
二
月
二
十
五
日
初
版
発
行　
角
川
書
店
）
が
田
中
氏
の
解
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
（　
）　
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
榮
花
物
語
』
下　
頁
頭
注
一
六
。
30
160
（　
）　
小
学
館
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
当
該
箇
所
現
代
語
訳
。
31
（　
）　
「
飯
室
阿
闍
梨
」（『
栄
花
物
語
』
巻
二
十
二
「
と
り
の
ま
ひ
」）、
32
「
絵
阿
闍
梨
の
君
」（『
大
鏡
』「
伊
尹
」
伝
）
と
も
。『
小
右
記
』
治
安
三
年
十
月
二
十
九
日
条
に
「
即
呼
二
造
第
闍
梨
縁
円
一
令
見
、
縁
円
者
畫
工
風
流
之
人
也
」
と
あ
る
。
な
お
竹
居
明
男
氏
「『
扶
桑
名
画
伝
』
補
遺
（
四
）」（「
同
志
社
人
文
学
」
百
四
十
六
号　
一
九
八
八
・
九
）
に
資
料
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（　
）　
具
平
親
王
男
。
頼
通
養
子
。
母
は
為
平
親
王
女
。
初
度
の
高
陽
院
33
修
造
時
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年
に
は
十
四
歳
。
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
再
度
の
修
造
時
は
正
二
位
権
大
納
言
、
三
十
三
歳
（『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
十
二
月
二
十
六
日
条
に
「
今
日
故
中
務
親
王
子
師
房
加
首
服
」
と
あ
る
の
に
拠
る
）。『
公
補
任
』
は
三
十
二
歳
。
（　
）　
藤
原
頼
通
男
。
母
は
源
憲
定
女
。
万
寿
二
（
一
〇
二
五
）
年
生
。
34
長
久
元
（
一
〇
四
〇
）
年
正
二
位
権
中
納
言
、
十
六
歳
。
（　
）　
上
杉
氏
は
庭
石
の
安
定
的
な
調
達
の
背
景
に
、
広
範
囲
の
奉
仕
行
35
為
及
び
そ
れ
を
支
え
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
説
い
て
い
る
（
注　
）。
22
（　
）　
頼
通
実
子
。
母
は
藤
原
祗
子
。
橘
俊
遠
の
養
子
。
長
元
元
（
一
〇
36
歳
十
三
、
34
二
八
）
年
生
、
嘉
保
元
（
一
〇
九
四
）
年
没
。
長
久
元
年
の
高
陽
院
再
建
時
に
は
十
三
歳
。
養
子
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
坂
本
賞
三
氏
『
藤
原
頼
通
の
時
代
―
―
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
』（
一
九
九
一
年
五
月
二
十
七
日
初
版
第
一
刷　
平
凡
社
）
に
詳
し
い
。
（　
）　
母
は
源
頼
国
女
。
延
久
元
（
一
〇
六
九
）
年
生
。
仁
平
元
（
一
一
37
五
一
）
年
没
。
仁
和
寺
僧
。
（　
）　
海
野
泰
男
『
今
鏡
全
釈
』
上
（
パ
ル
ト
ス
社　
昭
和
五
十
七
年
三
38
月
二
十
日
初
版
）
に
拠
っ
た
。
（　
）　
「「
作
庭
記
」
の
成
立
」『
図
書
』
一
九
九
〇
年
十
二
月
号　
岩
波
39
書
店
（　
）　
仁
明
天
皇
皇
子
人
康
親
王　
平
城
天
皇
皇
子
高
丘
親
王
と
二
説
が
40
あ
る
。
そ
の
中
で
金
田
元
彦
氏
「
山
科
禅
師
」（『
伊
勢
物
語
私
記
』
平
成
二
年
六
月
二
十
日
発
行　
風
間
書
房
）
の
高
丘
親
王
説
は
歴
史
的
文
脈
を
お
さ
え
つ
つ
惟
喬
親
王
と
業
平
の
物
語
を
も
浮
上
さ
せ
る
点
で
興
味
深
い
。
（　
）　
片
桐
洋
一
氏
は
、
こ
の
段
で
は
「
山
科
宮
の
庭
園
が
問
題
に
な
っ
41
て
い
る
」
こ
と
、
当
時
の
庭
園
は
た
だ
な
が
め
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
詩
会
、
歌
会
、
管
弦
の
会
な
ど
の
風
流
の
集
い
も
行
わ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
片
桐
氏
は
人
康
親
王
で
あ
る
と
す
る
）。
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
第
５
巻
、『
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
』
角
川
書
店　
昭
和
五
十
年
十
一
月
三
十
日
初
版
発
行
。
（　
）　
『
日
本
紀
略
』
永
延
二
（
九
八
八
）
年
六
月
十
三
日
条
「
權
中
42
納
言
顯
光
家
。
強
盗
首
藤
原
朝
臣
保
輔
籠
居
云
々
。
仍
圍
二
彼
家
一。
搜　
二　
求
之
一。
今
日
諸
陣
警
固
。」
同
十
七
日
条
「
左
獄
被
二
禁
固
一
強
盗
首
保
輔
依
二
自
害
疵
一
死
去
了
。
是
右
馬
權
頭
藤
原
致
忠
三
男
也
。
件
致
忠
。
日
來
候
二
左
衛
門
弓
場
一。
昨
日
。」
『
続
古
事
談
』
第
五
、
第
四
五
話
「
強
盗
保
輔
と
検
非
違
使
の
事
」
に
詳
し
い
。
（　
）　
新
・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
平
安
私
家
集
』
所
収
「
能
因
集
」　
43
439
頁
（　
）　
『
公
補
任
』「
兼
隆
」
の
条
に
よ
れ
ば
任
備
中
守
は
長
元
八
年
。
44
『
国
司
補
任
』
第
四
（
備
中
国
）、
長
元
八
年
「
守　
正
四
位
下
藤
原
兼
房
正
月
廿
九
日
任
」。
（　
）　
注　
脚
注
口
語
訳
。
45
43
（　
）　
『
国
司
補
任
』
第
四
（
美
作
国
）
に
兼
房
の
名
前
は
見
え
な
い
。
46
（　
）　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
一
巻
勅
撰
集
編
に
拠
る
。
詞
書
は
適
宜
漢
47
字
で
表
記
し
た
。
（　
）　
『
今
鏡
』
ふ
ぢ
な
み
の
上
第
四
「
伏
見
の
雪
の
朝
」。
48
（　
）　
「
橘
俊
綱
の
名
園
選
考
に
つ
い
て
」『
日
本
古
代
の
庭
園
と
景
観
』
49
一
九
九
四
年
十
二
月
十
日
第
一
刷
発
行　
吉
川
弘
文
館
。
（　
）　
「
播
磨
前
司
明
石
入
道
」
講
座
『
源
氏
物
語
の
世
界
』
第
三
集　
50
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
五
日　
有
斐
閣
。
（　
）　
「
石
」
は
他
に
二
例
。
た
だ
し
①
「
葦
手
の
書
」
の
「
石
」（
梅
枝
51
（
三
）　
頁
）、
②
道
ば
た
の
「
石
」（
東
屋
（
六
）　
頁
）。
②
は
宇
421
94
治
へ
の
道
中
で
、
薫
が
「
石
高
き
わ
た
り
は
苦
し
き
も
の
を
」
と
言
っ
て
浮
舟
を
抱
い
て
同
車
し
て
い
る
時
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
牛
車
の
進
行
に
不
都
合
な
路
上
の
石
で
し
か
な
い
が
、
浮
舟
の
難
儀
な
運
命
に
か
か
わ
る
も
の
か
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
35
（　
）　
林
田
孝
和
氏
は
「
立
石
は
神
の
依
り
代
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
52
「
文
学
発
生
の
場
―
―
「
庭
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
野
州
国
文
学
』
第
五
十
四
号
、
平
成
六
年
十
月
三
十
日
発
行
。
（　
）　
『
私
家
集
大
成　
中
世
Ｉ
』
和
歌
史
研
究
会
編　
明
治
書
院　
昭
53
和
四
十
九
年
七
月
十
五
日
初
版
発
行
。
（　
）　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻　
私
家
集
編
Ｉ
歌
集　
角
川
書
店　
59
昭
和
六
十
年
五
月
十
六
日
初
版
発
行
。
36
